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平
成
十
一
年
度
群
馬
岳
遵
繕
会
報
告

群
馬
県
山
岳
連
理

会
　
長
　
星
野
　
　
光

轄
馬
県
山
岳
連
盟
平
成
十
一
年
度
総

会
が
、
五
月
十
五
日
　
（
土
）
　
午
後
五
時

か
ら
醇
馬
県
民
会
館
第
八
・
九
会
議
室

に
理
事
お
よ
び
評
議
員
を
集
め
て
開
催

さ
れ
た
。

冒
頭
、
星
野
会
長
が
開
会
挨
拶
に
立

ち
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
に
登
頂
を
め
ざ

す
「
辞
馬
県
冬
期
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
2

0
0
0
」
　
の
計
画
の
達
成
、
ま
た
、
来

年
秋
、
利
根
郡
水
上
町
・
谷
川
岳
に
全

国
か
ら
登
山
愛
好
者
を
集
め
て
開
催
さ

れ
る
第
三
十
九
回
全
日
本
登
山
体
育
大

会
の
準
備
に
向
け
て
、
各
会
員
の
支
援

と
協
力
を
要
請
し
た
。
続
い
て
中
曾
根

弘
文
顧
問
に
代
わ
っ
て
秘
書
中
村
秀
雄

氏
か
ら
、
岳
連
事
業
を
応
援
し
た
い
旨

の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

本
年
度
岳
連
役
員
は
前
年
度
か
ら
の

継
続
で
あ
る
た
め
、
直
ち
に
議
案
審
議

に
入
り
、
岳
連
規
約
に
従
っ
て
議
長
を

会
長
が
担
当
し
て
進
め
ら
れ
た
。

始
め
に
平
成
十
年
度
事
業
報
告
　
（
第

一
号
議
案
）
　
を
、
女
屋
事
務
局
長
が
、

議
案
書
に
従
っ
て
総
務
部
・
編
集
部
・

遭
難
対
策
部
・
登
山
指
導
部
・
海
外
登

山
部
・
国
体
部
・
自
然
保
護
部
・
事
業

部
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
部
の
各
部
に
わ
た

っ
て
説
明
を
行
い
、
拍
手
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。

続
い
て
平
成
十
年
度
会
計
収
支
決
算

報
告
並
び
に
平
成
十
年
度
基
金
調
書
報

告
　
（
第
二
号
議
案
）
　
が
会
計
担
当
の
富

山
副
会
長
に
よ
り
行
わ
れ
、
こ
れ
に
つ

い
て
す
で
に
実
施
さ
れ
た
監
査
結
果
が
、

北
村
・
堀
口
両
幹
事
に
よ
っ
て
、
適
正

に
処
理
さ
れ
て
い
た
と
報
告
さ
れ
、
決

算
書
・
基
金
調
書
通
り
に
承
認
さ
れ
た
。

次
に
平
成
十
一
年
度
事
業
計
画
　
（
第

三
号
議
案
）
　
に
つ
い
て
女
屋
事
務
局
長

か
ら
提
案
さ
れ
、
引
続
き
提
案
さ
れ
た

平
成
十
一
年
度
予
算
並
び
に
平
成
十
一

年
度
補
助
金
等
の
内
訳
案
　
（
第
四
号
議

案
）
　
と
と
も
に
一
括
審
議
さ
れ
た
。

事
業
費
の
中
に
は
、
第
三
十
九
回
全

日
本
登
山
体
育
大
会
準
備
の
た
め
に
一

〇
〇
、
〇
〇
〇
円
、
水
上
町
に
建
設
が

予
定
さ
れ
て
い
る
ス
キ
ー
山
岳
博
物
館

の
資
料
調
査
の
た
め
に
五
〇
、
〇
〇
〇

円
が
計
上
さ
れ
た
。

第
三
号
議
案
・
第
四
号
議
案
と
も
議

案
通
り
に
承
認
が
行
わ
れ
て
、
総
会
の

議
事
を
終
了
し
た
。

《
平
成
十
一
年
度
主
要
事
業
計
画
》

一
、
遭
難
防
止
活
動
の
推
進

谷
川
岳
を
中
心
と
し
た
地
域
の
遭

難
防
止
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施
、
救
助
活
動
お
よ
び
救
助
隊
の
技

術
の
向
上
の
た
め
訓
練
を
行
う
。

二
、
国
体
へ
の
参
加
と
選
手
強
化

第
五
十
四
回
国
体
山
岳
競
技
関
東

地
区
大
会
（
埼
玉
県
）
へ
の
参
加
と
、

く
ま
も
と
未
来
国
体
　
（
熊
本
県
）
　
山

岳
競
技
会
に
お
け
る
好
成
績
達
成
を

目
標
と
す
る
選
手
強
化
を
推
進
す
る
。

三
、
白
山
協
主
催
行
事
等
へ
の
参
加
と

各
会
の
交
流

日
山
協
行
事
等
に
参
加
す
る
と
と

も
に
、
各
会
と
の
交
流
を
深
め
、
研

修
会
等
を
通
じ
て
技
術
の
向
上
、
岳

人
と
し
て
の
モ
ラ
ル
の
高
揚
を
図
る
。

四
、
美
化
活
動
等
市
民
運
動
へ
の
参
加

尾
瀬
の
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
運
動
、
平

標
山
自
然
保
護
運
動
及
び
榛
名
山
黒

岩
周
辺
の
美
化
活
動
等
の
推
進
に
協

力
す
る
。

五
、
岳
連
会
報
の
発
行

『
山
岳
ぐ
ん
ま
』
　
の
発
行
を
通
じ
、

会
員
相
互
の
結
び
つ
き
と
啓
蒙
を
図

る。
六
、
海
外
登
山

第
八
次
轄
馬
岳
連
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

と
し
て
：
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
、

冬
期
マ
ナ
ス
ル
登
山
を
実
施
す
る
。

行
動
計
画

一
九
九
九
年
九
～
十
一
月

シ
シ
ャ
パ
ン
マ
で
プ
レ
登
山
。

（
八
、
〇
二
七
m
の
高
度
体
験
）

二
〇
〇
〇
年
一
月
～
二
月

マ
ナ
ス
ル
登
山
。
（
八
、
一
五
六
m
）

七
、
第
十
回
山
田
昇
記
念
杯
登
山
競
争

大
会
の
開
催

辞
馬
が
生
ん
だ
登
山
家
、
山
田
昇

氏
の
業
績
を
後
世
ま
で
伝
え
る
た
め
、

登
山
の
基
本
で
あ
る
体
力
を
競
い
合

い
、
登
山
の
啓
蒙
・
普
及
・
発
展
の

一
助
と
す
る
登
山
競
争
大
会
を
開
催

する。
開
催
期
日
　
十
月
三
日
　
（
日
）

会
場
　
武
尊
山
　
（
利
根
郡
川
場
村
）

八
、
第
二
十
三
回
県
民
登
山
大
会
の
開
催

「
県
民
の
日
」
　
制
定
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
一
般
県
民
か
ら
参
加

者
を
募
集
し
、
県
民
登
山
大
会
を
開

催
す
る
。

会
場
　
小
野
子
山
・
十
二
ケ
岳

（
吾
妻
郡
高
山
村
・
小
野
上
村
）

九
、
第
一
二
十
九
回
全
日
本
登
山
体
育
大

会
の
開
催
準
備

平
成
十
二
年
度
に
本
県
で
開
催
さ

れ
る
第
三
十
九
回
全
日
本
登
山
体
育

大
会
の
開
催
準
備
を
推
進
す
る
。

十
、
各
種
研
修
会
及
び
講
習
会
の
開
催

指
導
員
会
及
び
遭
難
救
助
隊
が
主

管
し
て
一
般
会
員
を
対
象
に
登
山
技

術
講
習
会
を
開
催
し
、
併
せ
て
指
導

員
の
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
研

修
会
を
開
催
す
る
。

十
一
、
岳
連
事
業
収
入
の
確
保

岳
連
の
事
業
・
事
務
を
円
滑
に
推

進
す
る
た
め
、
平
成
十
二
年
版
山
岳

写
真
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
製
・
販
売
な

ど
の
事
業
を
行
い
、
自
主
財
源
を
確

保
す
る
。

十
二
、
ス
キ
ー
“
山
岳
博
物
館
資
料
調

査
の
推
進

利
根
郡
水
上
町
に
建
設
が
計
画
さ

れ
て
い
る
「
ス
キ
ー
・
山
岳
博
物
館
」

に
展
示
す
る
山
岳
資
料
の
調
査
を
推

進
す
る
。
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第
三
十
九
回
全
日
本
登
山
体
育
大
会
に
つ
い
て

群
馬
岳
連
理
事
長
　
八
木
原
　
図
明

来
年
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
年
）

九
月
に
標
記
の
全
日
本
登
山
体
育
大
会

（
略
し
て
全
日
大
会
）
が
本
県
に
二
度
目

の
大
会
と
し
て
や
っ
て
参
り
ま
す
。

昭
和
三
十
五
年
　
（
一
九
六
〇
年
）
　
五

月
に
関
東
地
区
と
し
て
初
の
第
四
回
大

会
が
尾
瀬
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、
四
十

年
ぶ
り
に
、
ち
ょ
う
ど
西
暦
二
〇
〇
〇

年
と
い
う
き
り
の
良
い
年
に
や
っ
て
参

り
ま
す
。
尾
瀬
大
会
に
つ
い
て
は
本
岳

連
五
〇
年
誌
に
昔
な
つ
か
し
い
写
真
と

と
も
に
載
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非
ご
覧

下
さ
い
。

二
度
の
高
校

総
体
や
ら
色
々

と
大
き
な
登
山

界
と
し
て
の
行

事
が
あ
り
ま
し

た
が
、
昭
和
五

十
八
年
　
（
一
九

八
三
年
）
の
「
あ

か
ぎ
国
体
」
　
以

来
の
大
イ
ベ
ン

ト
に
な
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。

こ
の
全
日
大

会
が
何
故
轄
馬

で
開
催
さ
れ
る

の
か
、
ま
た
、

ど
う
し
て
谷
川

岳
を
選
ん
だ
の

か
を
少
し
お
伝

え
し
な
か
ら
、

岳
連
会
員
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力

を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
暮
れ
頃
だ
っ
た
か
、
日
山
協

の
常
務
理
事
会
の
終
わ
っ
た
後
の
雑
談

な
ど
で
　
「
全
日
大
会
が
や
っ
て
く
る
。

関
東
地
区
が
担
当
な
ん
だ
か
、
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
。
急
い
で
決
め
な
い
と

間
に
合
わ
な
い
。
本
当
は
ま
だ
や
っ
て

い
な
い
東
京
か
茨
城
か
千
葉
岳
連
が
引

き
受
け
る
べ
き
な
ん
だ
が
、
ど
う
し
て

も
ダ
メ
だ
と
言
っ
て
い
る
。
辞
馬
さ
ん

引
き
受
け
て
く
れ
な
い
か
な
」
　
と
冗
談

の
よ
う
な
話
が
出
始
め
た
。
し
か
し
全

く
そ
ん
な
こ
と
は
考
え
た
こ
と
も
無
い

私
は
関
係
の
な
い
こ
と
と
、
そ
し
ら
ぬ

顔
を
し
て
い
た
。

今
年
に
な
っ
て
か
ら
か
、
「
醇
馬
で

開
催
を
引
き
受
け
て
は
も
ら
え
な
い

か
」
と
段
々
と
強
く
言
わ
れ
始
め
、
と

う
と
う
　
「
本
年
二
月
末
に
栃
木
県
の
那

須
で
開
か
れ
る
　
『
関
東
地
区
岳
連
連
絡

協
議
会
』
　
の
席
上
で
轄
馬
岳
連
に
お
願

い
し
よ
う
」
　
と
い
う
話
に
ま
で
進
ん
で

行
っ
た
。

こ
れ
に
は
伏
線
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

谷
川
岳
の
麓
あ
た
り
に
登
山
研
修
所
や

博
物
館
な
ど
を
作
っ
て
欲
し
い
、
と
話

し
て
い
る
私
共
辞
馬
岳
連
が
、
や
は
り

「
山
岳
博
物
館
な
ど
を
是
非
と
も
地
元

に
欲
し
い
」
　
と
い
う
考
え
の
あ
る
水
上

町
や
利
根
沼
田
地
域
の
皆
さ
ん
の
後
押

し
を
勝
手
連
的
に
や
ろ
う
、
と
岳
連
内

に
　
「
ス
キ
ー
・
山
岳
博
物
館
資
料
調
査

委
員
会
」
　
を
作
り
、
そ
の
調
査
の
範
囲

を
辞
馬
県
内
だ
け
で
な
く
、
関
東
全
域
、

特
に
谷
川
岳
の
開
拓
期
を
担
っ
て
来
た

東
京
、
神
奈
川
　
（
京
浜
地
区
）
　
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
、
と
日

山
協
の
常
務
理
事
会
で
お
願
い
を
し
た

た
め
　
「
調
査
に
は
協
力
す
る
か
ら
、
酷

馬
岳
連
が
全
日
大
会
を
引
き
受
け
て
く

れ
」
　
と
い
う
感
じ
の
取
引
的
な
強
い
要

望
と
な
っ
た
側
面
も
あ
っ
た
の
は
事
実

で
あ
る
。

那
須
の
連
絡
協
議
会
に
は
名
塚
副
理

事
長
、
角
田
国
体
委
員
長
と
私
が
出
席

し
た
。
そ
の
会
議
で
正
式
に
　
「
二
〇
〇

〇
年
の
第
三
十
九
回
全
日
大
会
を
轄
馬

岳
連
で
引
き
受
け
て
欲
し
い
」
　
と
要
請

さ
れ
た
。

し
か
し
　
「
こ
ん
な
大
き
な
話
は
理
事

会
に
は
か
ら
な
く
て
は
決
め
ら
れ
な

い
」
　
と
返
事
は
保
留
し
、
翌
朝
の
朝
食

時
に
　
「
轄
馬
さ
ん
に
お
礼
を
言
お
う
」

そ
し
て
　
「
ヤ
ギ
さ
ん
ひ
と
言
挨
拶
を
」

と
言
わ
れ
た
が
、
私
は
一
言
も
発
し
な

か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
腹
の
中
で
は
こ
こ
ま
で
釆

た
ら
受
け
ざ
る
を
得
な
い
、
次
の
理
事

会
で
承
認
を
得
よ
う
と
は
思
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
登
山
研
修
所
、
博
物
館

構
想
も
水
上
町
と
協
力
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
　
「
一
気
に
解
決
」
　
と
ま
で
は
行
か

な
く
と
も
　
「
少
し
は
推
進
し
た
い
、
出

来
る
か
も
知
れ
な
い
」
　
と
考
え
た
の
も

事
実
で
あ
る
。

三
月
中
旬
、
私
は
水
上
町
観
光
協
会

を
訪
ね
、
木
村
嘉
男
会
長
、
須
藤
彦
文

専
務
理
事
、
黒
田
克
己
町
商
工
会
事
務

局
長
に
全
日
大
会
へ
の
協
力
を
お
願
い

し
、
腰
越
水
上
町
長
に
も
同
趣
旨
の
お

願
い
を
し
た
が
、
四
月
の
岳
連
理
事
会

に
は
木
村
、
須
藤
、
黒
田
の
三
氏
が
わ

ざ
わ
ざ
挨
拶
に
出
向
い
て
下
さ
っ
た
。

現
在
、
轄
馬
県
は
谷
川
岳
の
登
山
条

例
の
見
直
し
と
登
山
指
導
セ
ン
タ
ー
の

多
機
能
化
な
ど
を
検
討
し
始
め
て
い
る
。

現
在
、
当
日
登
山
届
け
を
出
せ
ば
良
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
を
目
山
協
加
盟

山
岳
会
員
だ
け
で
な
く
、
日
本
勤
労
者

山
岳
連
盟
会
員
に
も
広
げ
る
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
頃
に
毎
年
決
ま
っ
た

よ
う
に
一
ノ
倉
沢
な
ど
の
危
険
地
区
が

登
山
禁
止
に
な
る
の
で
、
そ
れ
を
も
っ

と
き
ち
ん
と
見
直
す
、
条
例
の
冬
期
の

適
用
化
な
ど
で
あ
る
。
条
例
は
安
全
に

楽
し
く
登
山
す
る
た
め
に
運
用
さ
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

谷
川
岳
に
関
わ
る
事
項
が
今
、
一
気

に
噴
出
し
た
感
が
あ
る
が
、
歴
史
の
流

れ
　
（
オ
ー
バ
ー
だ
が
）
　
が
そ
う
い
う
方

向
へ
向
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、

何
か
が
進
む
時
と
い
う
の
は
そ
ん
な
も

の
で
あ
ろ
う
、
と
も
思
う
。

何
に
し
て
も
地
元
・
水
上
山
岳
会
を

は
じ
め
と
す
る
辞
馬
県
山
岳
連
盟
の
総

力
を
挙
げ
て
準
備
に
当
た
り
、
来
年
九

月
中
旬
の
本
番
成
功
に
向
け
て
邁
進
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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ビーコンを持つ講習生

まんぐ畠山

ビ
　
ー
　
コ
　
ン

群
馬
岳
連
指
導
委
員
長
　
阿
部
　
　
源

最
近
、
冬
山
で
雪
崩
ビ
ー
コ
ン
を
首

か
ら
下
げ
て
い
る
登
山
者
を
見
か
け
る
。

ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
の
問
で
は
、
三
種

の
神
器
と
呼
ば
れ
る
、
ビ
ー
コ
ン
・
携

帯
ゾ
ン
デ
・
ス
コ
ッ
プ
が
も
は
や
常
識

に
な
っ
て
い
る
と
も
聞
く
。
群
馬
の
場

合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

私
は
三
月
に
日
山
協
の
冬
山
レ
ス
キ

ュ
ー
講
習
会
に
参
加
し
、
初
め
て
雪
崩

ビ
ー
コ
ン
を
手
に
し
た
。
そ
れ
以
前
は

見
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
使
っ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
。

岳
連
の
冬
山
講
習
会
で
、
ビ
ー
コ
ン

の
講
習
会
を
行
い
た
い
と
考
え
、
各
山

岳
会
に
聞
い
た
と
こ
ろ
十
台
し
か
集
ま

ら
な
か
っ
た
。
信
越
化
学
が
五
台
、
谷

川
岳
警
備
隊
三
台
　
（
一
台
は
発
進
の

み
）
、
個
人
で
一
台
、
山
と
ス
キ
ー
の

店
石
井
よ
り
一
台
借
用
、
の
十
台
で
あ

る。

信
越
化
学
で
は
、
何
年
か
前
に
、
妙

高
で
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
中
に
雪
崩
に
流
さ

れ
た
事
が
あ
り
、
そ
れ
を
機
に
ビ
ー
コ

ン
と
ゾ
ン
デ
を
購
入
し
た
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
個
人
の
1
台
は
、
以
前
所
属
し

て
い
た
山
岳
会
で
冬
山
の
個
人
装
備
と

し
て
必
ず
購
入
し
、
雪
山
の
山
行
に
は

携
帯
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
毎
年

訓
練
を
行
い
、
使
い
方
の
習
熟
に
努
め

て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

ビ
ー
コ
ン
は
、
な
だ
れ
の
発
生
を
予

知
し
た
り
雪
崩
に
遭
う
の
を
防
ぐ
道
具

で
は
な
い
。
雪
崩
に
埋
没
し
た
者
を
、

い
か
に
早
く
発
見
し
、
救
助
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
と

思う。雪
崩
に
遭
わ
な
い
た
め
に
大
切
な
こ

と
と
し
て
は
、

雪
崩
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
る
。

過
去
の
気
象
変
化
を
知
る
。

弱
層
テ
ス
ト
を
行
う
。

危
険
予
知
本
能
を
高
め
る
。

（
雪
崩
考
9
8
）

な
ど
が
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
い
か
に
注
意
深
く
行
動
し

た
と
し
て
も
、
一
〇
〇
％
雪
崩
を
回
避

す
る
事
は
で
き
な
い
。

「
身
軽
に
逃
げ
る
こ
と
、
脱
出
の
チ
ャ

ン
ス
を
最
後
ま
で
ね
ら
う
こ
と
、
こ
れ

以
上
は
無
理
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
と

は
天
命
に
任
せ
る
ほ
か
あ
る
ま
い
。
」

こ
れ
は
『
高
み
へ
の
ス
テ
ッ
プ
』
　
の

中
に
あ
る
記
述
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
雪
崩
に
埋
ま
っ
た
時

に
、
早
期
に
発
見
し
、
救
助
す
る
方
法

は
無
か
っ
た
と
言
え
る
。
ス
カ
ッ
フ
、

コ
ー
ル
も
現
在
で
は
有
効
で
は
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。
救
助
さ
れ
た
場
合
で

も
、
手
や
足
が
出
て
い
た
な
ど
、
運
が

良
か
っ
た
と
し
か
思
え
な
い
場
合
が
多

ヽ
●
　
○

雪
崩
は
埋
没
し
て
か
ら
十
五
分
以
内

に
発
見
し
、
適
切
な
処
置
を
行
え
ば
、

助
か
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
時

間
と
と
も
に
生
存
率
は
急
激
に
低
下
し
、

四
十
五
分
で
二
十
六
％
に
な
る
。
そ
れ

以
降
は
徐
々
に
生
存
率
は
低
く
な
る
。

十
五
分
以
内
の
発
見
・
救
助
が
生
と

死
を
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

私
は
、
冬
山
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
で
、

短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
か
、
ビ
ー
コ
ン

の
訓
練
を
受
け
た
。
そ
し
て
、
慣
れ
れ

ば
か
な
り
早
い
時
間
で
埋
没
地
点
を
特

定
す
る
事
は
で
き
る
と
感
じ
た
。
講
師

に
よ
れ
ば
、
五
分
で
可
能
だ
そ
う
で
あ

る。

し
か
し
、
ビ
ー
コ
ン
の
有
効
性
を
疑

問
視
す
る
意
見
も
あ
る
。
パ
ニ
ッ
ク
に

近
い
状
況
の
中
で
、
冷
静
に
行
動
で
き

る
か
疑
問
だ
と
の
考
え
で
あ
る
。
全
員

が
埋
ま
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と

言
う
人
も
い
る
。

雪
崩
の
事
故
は
、
他
の
山
岳
事
故
と

異
な
り
、
救
助
を
依
頼
し
、
救
助
隊
に

よ
り
救
出
さ
れ
る
と
い
う
事
が
で
き
な

い
。
時
間
と
の
勝
負
で
あ
る
。
自
分
た

ち
だ
け
で
、
埋
没
者
を
発
見
し
、
救
助

す
る
、
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

雪
崩
事
故
の
セ
ル
フ

レ
ス
キ
ュ
ー
で
は
、

ビ
ー
コ
ン
、
ゾ
ン
デ
で

す
ば
や
く
埋
没
地
点
を

特
定
し
、
ス
コ
ッ
プ
で

掘
り
出
す
、
こ
れ
よ
り

他
に
方
法
が
な
い
と
い

える。雪
崩
ビ
ー
コ
ン
は
、

確
か
に
有
効
で
は
あ
る

が
、
普
及
し
な
い
要
因

に
、
価
格
の
高
い
事
が

あ
る
。
現
在
、
日
本
で

購
入
で
き
る
機
種
は
、

ア
ル
ペ
ン
ビ
ー
コ
ン

I
1
5
0
0

（日本）

オ
ル
ト
ボ
ッ
ク
ス
F
l
フ
ォ
ー
カ
ス

（
ド
イ
ツ
）

な
ど
で
あ
る
が
、
四
万
円
近
く
す
る
。

最
新
の
デ
ジ
タ
ル
ビ
ー
コ
ン
、
ト
ラ
ッ

カ
ー
も
四
万
円
以
上
す
る
。
価
格
が
商

い
か
ら
、
普
及
し
な
い
。
数
が
少
な
い

か
ら
、
価
格
が
高
い
。
こ
れ
か
ら
も
価

格
が
大
幅
に
下
が
る
こ
と
は
期
待
で
き

な
い
。
今
年
の
冬
に
は
、
二
万
円
台
の

デ
ジ
タ
ル
ビ
ー
コ
ン
が
販
売
さ
れ
る
と

の
情
報
も
あ
る
が
、
確
か
で
は
な
い
。

大
分
前
の
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

槍
ヶ
岳
の
肩
の
小
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ

た
パ
ー
テ
ィ
ー
の
救
助
に
向
か
っ
た
、

群
馬
の
N
山
岳
会
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、

槍
平
で
雪
崩
に
遭
い
流
さ
れ
る
と
い
う

事
故
が
あ
っ
た
。
幸
い
全
員
が
脱
出
で

き
た
が
、
最
後
の
一
人
K
さ
ん
が
仲
間

に
よ
り
掘
り
出
さ
れ
た
の
は
、
発
生
か

ら
四
十
五
分
後
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

す
で
に
意
識
が
無
く
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
を

示
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
危
な
い
状

況
た
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
、
N
山
岳
会
の
パ
ー
テ
ィ
ー

が
全
員
ビ
ー
コ
ン
を
持
ち
、
訓
練
を
行

な
い
、
使
い
方
に
習
熟
し
て
い
た
ら
、

ま
た
、
全
員
が
ス
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
い

た
ら
、
も
っ
と
短
い
時
間
で
、
発
見
救

出
で
き
た
と
思
う
。

何
分
か
の
差
が
、
生
と
死
を
分
け
る

事
が
あ
る
。

雪
崩
ビ
ー
コ
ン
に
関
し
て
は
、
鞘
馬

岳
連
に
お
い
て
も
、
研
究
と
議
論
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
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平標小屋から平標山頂を望む

まんぐ畠山

平
標
山
自
然
保
護
活
動
に
ご
協
力
を自

然
保
護
部

9
月
4
・
5
日
　
登
商
会
、
伊
勢
崎
、

信
越
化
学

昨
年
に
引
続
き
、
登
山
道
周
辺
の
貴

重
な
高
山
植
物
の
採
取
や
裸
地
化
が
心

配
さ
れ
る
、
平
標
小
屋
～
平
標
山
頂
の

地
域
に
お
け
る
自
然
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

1
4
・
1
5
日
　
独
峰
、
倉
渕
、
岳
想

会
、
三
菱
電
機

2
1
・
2
2
日
　
太
田
、
高
体
連
、
大
間
々

2
8
・
2
9
目
　
前
高
O
B
、
沼
田
、
桐
生

118152

1
2
日
　
中
之
条
、
む
す
び
、
南
緯
大

1
9
日
　
青
空
、
前
橋
、
ミ
ヤ
マ

2
6
日
　
富
士
重
工
、
前
高
O

B
、
松
井
田

◇
問
い
合
わ
せ
先
　
小
泉
俊
夫
（
前
橋
）

℡
0
2
7
－
2
6
5
－
0
5
9
4

219162

7
月
301714213

6
日
　
沼
田
、
独
峰
、
前
橋

1
3
日
　
倉
渕
、
高
体
連

2
0
日
　
富
士
重
工
、
ミ
ヤ
マ

2
7
日
　
墳
町
、
信
越
化
学
、

登
商
会

4
日
　
む
す
び
、
松
井
田

1
1
日
　
岳
想
会
、
青
空
、
高
崎

1
8
日
　
前
橋
、
高
体
連
、
新
治

2
5
日
　
安
中
、
片
品
、
中
之
嶽

1
日
　
伊
勢
崎
、
水
上
、
吾
妻

募
集
　
指
導
標
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

群
馬
県
観
光
物
産
課

設
定
し
ま
し
た
。

星
野
会
長
よ
り
激
励
の
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
隊
員
の
紹
介
を
行
い
、
辞
馬
岳

連
の
救
助
隊
と
し
て
遭
難
防
止
と
救
助

技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
誓
い
ま
し

た。
平
成
十
一
年
度
の
救
助
隊
の
編
成
は

以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

顧
　
問
　
西
山
年
秋
　
（
沼
田
）

隊
　
長
　
松
永
幸
雄
　
（
沼
田
）

副
隊
長
　
木
暮
文
彦
　
（
墳
）

ll

町
田
幸
男
　
（
太
田
）

書
　
記
　
清
水
裕
千
　
（
む
す
び
）

隊
　
員
　
梁
瀬
佐
市
、
清
水
福
治
、
山

田
重
之
、
綿
貫
　
剛
　
（
以
上
沼
田
）
、

堀
越
利
通
、
森
戸
健
太
郎
、
田
島
崇
行

（
以
上
登
商
会
）
、
内
山
　
栄
、
久
保
田

昌
幸
　
（
以
上
前
橋
）
、
木
村
正
巳
　
（
松

井
田
）
、
小
澤
　
勝
　
（
独
峰
）
、
阿
久
津

幸
弘
、
金
子
茂
敏
　
（
以
上
太
田
）
、
星

野
龍
史
、
松
永
英
明
、
福
本
誠
史
　
（
以

上
ミ
ヤ
マ
）

8
月
7
・
8
日
　
高
崎
、
墳
町

県
で
は
、
平
成
〓
年
度
も
引
き
続
き
、

登
山
者
の
遭
難
防
止
対
策
の
充
実
と
自

然
保
護
を
推
進
す
る
た
め
、
山
岳
団
体

な
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
指
導
標

等
の
設
置
活
動
に
対
し
助
成
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。
県
が
助
成
す
る
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

1
　
グ
ル
ー
プ
か
ら
提
案
さ
れ
た
指
導

標
の
製
作

2
　
指
導
標
設
置
地
権
者
へ
の
交
渉

3
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
の
保
険
加

入
　
な
ど

な
お
、
指
導
標
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
活
動
は
無
償
と
し
ま
す
が
、
活

動
期
間
中
の
記
録
作
成
等
の
必
要
経
費

に
対
し
て
は
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

豊
富
な
登
山
体
験
、
技
術
、
知
識
を

生
か
し
た
ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
お
り

ます。詳
し
い
内
容
は
、
韓
馬
県
観
光
物
産

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

辞
馬
県
観
光
物
産
課
調
査
指
導
係
　
小
林

〒
3
7
1
－
8
5
7
0

前
橋
市
大
手
町
1
－
1
－
1

電
話
　
0
2
7
－
2
2
3
－
1
1
1
1

内
線
　
3
1
5
3

平
成
十
二
年
度
岳
連
カ
レ
ン
ダ
ー
作
品
募
集

事
　
業
　
部

群
馬
岳
連
遭
難
対
策
部

救
助
隊
結
団
式

平
成
十
一
年
度
の
救
助
隊
の
結
団
式

が
平
成
十
一
年
四
月
十
四
日
、
群
馬
県

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
四
月
の
理
事
会
で
し
た
が
、
隊

員
に
辞
馬
岳
連
の
救
助
隊
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
自
覚
し
て
も
ら
う
こ
と
と
、

理
事
に
隊
員
を
知
っ
て
も
ら
い
激
励
し

て
も
ら
う
た
め
、
理
事
会
と
同
じ
日
に

九
十
九
年
度
版
カ
レ
ン
ダ
ー
は
皆
様

の
協
力
に
よ
り
完
売
で
き
ま
し
た
。
現

在
次
年
度
版
の
製
作
準
備
に
入
っ
て
お

り
ま
す
が
、
五
月
末
現
在
ほ
と
ん
ど
応

募
が
な
い
状
態
で
す
の
で
事
業
部
と
し

て
応
募
の
協
力
を
お
願
い
し
、
何
と
か

作
り
上
げ
た
く
努
力
致
し
て
お
り
ま
す
。

過
去
の
製
作
に
つ
き
ま
し
て
も
必
ず
何

枚
か
の
作
品
不
足
に
よ
り
、
結
局
身
近

な
人
の
写
真
で
埋
め
て
作
り
上
げ
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
も
同
様
に
不
足
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
岳
連
会
員
皆
様
の
作
品

協
力
に
よ
り
応
募
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
決

し
て
良
い
カ
レ
ン
ダ
ー
は
出
来
ま
せ
ん

の
で
、
こ
の
点
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

し
て
次
年
度
以
降
も
ご
協
力
の
程
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

今
後
も
よ
り
良
い
作
品
を
プ
ロ
の
目

で
選
び
、
製
作
費
用
の
面
に
お
さ
ま
し

て
も
、
よ
り
安
価
で
中
身
の
あ
る
カ
レ

ン
ダ
ー
で
あ
る
た
め
の
努
力
を
し
て
ま

い
り
ま
す
が
、
岳
連
会
員
の
方
々
に
お

か
れ
ま
し
て
も
山
行
等
の
折
に
は
必
ず

素
晴
ら
し
い
写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ
き
、

カ
レ
ン
ダ
ー
の
一
頁
を
飾
る
た
め
に
応

募
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
お
り

ます。昨
年
度
分
に
つ
き
ま
し
て
は
増
刷
、

値
上
げ
、
制
作
費
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が

出
来
た
こ
と
に
よ
り
、
費
用
の
面
と
売

上
げ
の
点
で
う
ま
く
行
き
ま
し
た
こ
と

を
こ
こ
に
報
告
致
し
ま
す
。
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回未の店　ドライバーレストラン

ーj欝機器　離　しゝ

利根郡白沢村（国道120号線）　TEL。0278”53°2053

くらしに緑を　家庭に花を　各種鉢物生産・販売・宅配

′J、弱　国　蕃

利根郡白沢村平出1005

TEL　0278”53“2749　温室　TEL S FAX O278鵜53°3987

努診「麗二薮I捗「麗鯵錠I霞園
沼田市上久屋町1231TEL・FAX　0278－23－6802
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